
目

次

担

当

課

（

室

）

発

行

岡

山

県

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

不

在

者

投

票

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

施

設

の

指

選

挙

管

理

委

員

会

目

次

担

当

課

（

室

）

定

の

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

個

人

演

説

会

等

を

開

催

す

る

こ

と

が

で

き

る

施

〃

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等

の

事

業

の

廃

止

長

寿

社

会

課

設

の

指

定

の

取

消

し

○

急

傾

斜

地

崩

壊

危

険

区

域

の

指

定

防

災

砂

防

課

【

公

安

委

員

会

】

【

公

告

】

○

猟

銃

等

講

習

会

の

開

催

生

活

安

全

企

画

課

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

○

年

少

射

撃

資

格

講

習

会

の

開

催

〃

申

請

【

内

水

面

漁

場

管

理

委

員

会

】

○

〃

〃

○

第

二

百

二

十

六

回

岡

山

県

内

水

面

漁

場

管

理

委

内

水

面

漁

場

管

理

委

○

〃

〃

員

会

の

開

催

員

会

○

〃

〃

【

正

誤

】

○

落

札

者

等

の

決

定

情

報

政

策

課

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

の

届

出

の

縦

覧

の

正

経

営

支

援

課

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

誤

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

〃

の

完

了

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

完

了

○

落

札

者

等

の

決

定

警

察

本

部

会

計

課

【

人

事

委

員

会

】

○

平

成

二

十

九

年

度

社

会

人

経

験

者

等

を

対

象

と

人

事

委

員

会

す

る

岡

山

県

職

員

採

用

試

験

の

実

施

【

監

査

委

員

】

○

外

部

監

査

人

補

助

者

の

告

示

監

査

事

務

局

岡

山

県

公

報

平成２９年７月２１日 第１１９０７号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
一
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
五
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

い
ず
み
の
里

２

所
在
地

岡
山
県
総
社
市
泉
一－

二
一
三

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

有
限
会
社
ケ
ア
ー
ス
マ
イ
ル

２

所
在
地

岡
山
県
総
社
市
泉
一－

二
一
三

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
九
年
七
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
八
〇
〇
七
九
三

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

平成２９年７月２１日　岡山県公報　第１１９０７号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
二
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
区
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

谷
小
屋
地
区

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
一
号
か
ら
十
五
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱

一
号
と
十
五
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

岡
山
県
井
原
市
東
江
原
町
字
高
木
二
五
四
一
番

一
号

〃

〃

〃

〃

二
五
四
五
番

二
号

〃

〃

〃

〃

二
五
四
七
番

三
号

〃

〃

〃

〃

二
五
四
八
番
一

四
号

〃

〃

〃

〃

二
五
五
五
番
一

五
号

〃

〃

〃

字
平
井
一
七
七
〇
番

六
号

〃

〃

〃

〃

一
七
六
四
番

七
号

〃

〃

〃

〃

一
七
六
二
番
一

八
号

〃

〃

〃

〃

一
七
六
八
番

九
号

〃

〃

〃

〃

一
七
六
七
番
三

十
号
及
び
十
一
号

〃

〃

〃

字
高
木
二
五
七
一
番
一

十
二
号

〃

〃

〃

〃

二
五
六
五
番

十
三
号

〃

〃

〃

〃

二
五
六
五
番
地
先
道
路
敷

十
四
号

〃

〃

〃

〃

二
五
四
二
番

十
五
号

平成２９年７月２１日　岡山県公報　第１１９０７号



〔
三
〇
五
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
七
月
七
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
っ
ぴ
い
ひ
ろ
ば
・
と
ま
と
さ
ん
家

三

代
表
者
の
氏
名

曽
根

勝

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

井
原
市
井
原
町
一
三
一
六
番
地

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
地
域
の
高
齢
者
及
び
障
害
者
に
対
し
て
、
介
護
予
防
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
毎

日
型
介
護
予
防
拠
点
と
し
て
、
地
域
福
祉
の
向
上
・
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

役
員
に
関
す
る
事
項

平成２９年７月２１日　岡山県公報　第１１９０７号



〔
三
〇
六
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
七
月
十
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
ダ
イ
エ
ッ
ト
支
援
機
構

三

代
表
者
の
氏
名

小
林

正
人

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
港
区
赤
坂
八
丁
目
五
番
二
八
号
ア
ク
シ
ア
青
山
五
〇
二
号

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
広
く
一
般
市
民
を
対
象
と
し
て
、
科
学
に
基
づ
い
た
正
し
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
の
普

及
啓
蒙
の
た
め
に
、
調
査
研
究
、
教
育
事
業
等
を
行
い
、
健
康
的
な
生
活
の
維
持
増
進
と
社
会
教
育

の
推
進
を
図
り
、
広
く
公
益
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

平成２９年７月２１日　岡山県公報　第１１９０７号



〔
三
〇
七
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
七
月
十
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
夢
ポ
ケ
ッ
ト

三

代
表
者
の
氏
名

小
池

宏
治

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
三
七
二

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
心
身
障
害
者
及
び
要
介
護
、
要
支
援
、
高
齢
者
並
び
に
少

子
化
の
立
場
に
立
っ
て
生
活
の
質
の
向
上
を
図
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
出
来
る
介

護
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
要
介
護
者
に
関

す
る
在
宅
以
外
の
各
種
の
施
設
利
用
や
要
介
護
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
各
種
活
動
へ
参
加
す
る
為
の

支
援
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
す
べ
て
の
人
々
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
、
福
祉
の
増

進
と
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

役
員
に
関
す
る
事
項

平成２９年７月２１日　岡山県公報　第１１９０７号



〔
三
〇
八
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
七
月
十
二
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ォ
ー
ピ
ー
プ
ル
岡
山

三

代
表
者
の
氏
名

山
下

武
伺

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

高
梁
市
落
合
町
阿
部
八
六
六
番
地
二

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
人
・
自
然
・
社
会
の
関
係
性
を
大
切
に
考
え
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
人
づ
く
り
を
推

進
す
る
。
青
少
年
を
対
象
と
し
た
地
域
の
伝
統
的
な
生
活
文
化
や
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
体
験
的

な
学
び
や
環
境
教
育
を
通
し
て
、
健
全
な
人
づ
く
り
、
里
山
文
化
の
継
承
、
自
然
環
境
の
保
全
を
推

進
し
、
持
続
的
に
発
展
す
る
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

役
員
に
関
す
る
事
項
及
び
会
議
に
関
す
る
事
項

平成２９年７月２１日　岡山県公報　第１１９０７号



〔
三
〇
九
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

調
達
件
名

平
成
二
十
九
年
度
テ
レ
ポ
ー
ト
岡
山
非
常
用
発
電
設
備
精
密
点
検
業
務

二

契
約
期
間

平
成
二
十
九
年
七
月
十
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
県
民
生
活
部
情
報
政
策
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
九
年
七
月
三
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
日
建

岡
山
市
南
区
新
保
六
六
六
番
七

六

落
札
金
額

五
五
、
九
四
四
、
〇
〇
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
四
、
一
四
四
、
〇
〇
〇
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
三
日

平成２９年７月２１日　岡山県公報　第１１９０７号



〔
三
一
〇
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。平

成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番

号

道

路

の

位

置

道
路
の
幅
員

道
路
の
延
長

指

定

年

月

日

（
メ
ー
ト
ル
）
（
メ
ー
ト
ル
）

岡
山
県
指
令
備
中
局

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
浜
中
字
東
田
七
〇
三

六
・
〇
〇

五
三
・
八
七

建
第
二
〇
一
四
号

番
三
、
七
〇
三
番
四

平
成
二
十
九
年
七
月

六
・
〇
〇

二
八
・
二
〇

十
三
日
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〔
三
一
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
清
音
柿
木
字
大
原
八
一
一－

一

二

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

総
社
市
総
社
二
丁
目
一
九－

一
一

総
社
土
地
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
川
美
千
代

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
四
五
号
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〔
三
一
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
清
音
柿
木
字
大
原
八
一
一－

一

二

公
共
施
設
の
種
類

道
路
、
下
水
道

三

位
置
及
び
区
域

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て

閲
覧
に
供
す
る
。
）

四

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

総
社
市
総
社
二
丁
目
一
九－

一
一

総
社
土
地
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
川
美
千
代

五

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
四
五
号
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〔
三
一
三
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

調
達
件
名

自
動
車
保
管
場
所
証
明
電
子
化
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託

二

契
約
期
間

平
成
二
十
九
年
六
月
十
五
日
か
ら
平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
規
制
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
二
番
六
号

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
九
年
六
月
八
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
馬
場
町
三
番
一
五
号

六

落
札
金
額

五
八
、
三
二
〇
、
〇
〇
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
四
、
三
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
一
日
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
六
号

平
成
二
十
九
年
度
社
会
人
経
験
者
等
を
対
象
と
す
る
岡
山
県
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す

る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日岡

山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

義

郎

一

試
験
区
分
、
採
用
予
定
者
数
並
び
に
主
な
勤
務
先
及
び
職
務
内
容

試
験
区
分

採
用
予
定
者
数

主

な

勤

務

先

及

び

職

務

内

容

行

政

四
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
等
に
お
い
て
、
一
般
行
政
事

務
に
従
事
す
る
。

土

木

三
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
道
路
、
河
川
、

港
湾
、
都
市
計
画
等
の
事
業
に
関
す
る
企
画
、
設
計
、
施
工
管

理
等
の
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

二

受
験
資
格

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
あ
っ
て
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

１

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

２

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
十
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者

三

試
験
の
方
法

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
つ

い
て
行
う
。

１

第
一
次
試
験

試
験
区
分

種

目

内

容
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行

政

教

養

試

験

基
礎
的
な
知
的
能
力
に
つ
い
て
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行

う
。

論

文

試

験

表
現
力
、
理
解
力
、
構
成
力
、
企
画
力
等
に
つ
い
て
記
述
試
験

を
行
う
。

適

性

検

査

性
格
、
心
理
等
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。

資

格

加

点

七
１
の
受
験
申
込
書
の
提
出
の
際
に
証
明
書
類
の
写
し
を
添
え

て
申
請
の
あ
っ
た
次
に
掲
げ
る
資
格
・
免
許
・
検
定
に
つ
い

て
、
当
該
証
明
書
類
の
原
本
の
確
認
に
よ
り
、
業
務
に
資
す
る

専
門
的
技
能
及
び
知
識
に
つ
い
て
行
う
。

分

野

資

格

・

免

許

・

検

定

語

学

英

語

実
用
英
語
技
能
検
定
（
英
検
）
準
一

級
以
上

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
七
三
〇
点
以
上
（
団
体

特
別
受
験
制
度
（
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
）
に

よ
る
も
の
を
除
く
。
）

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
（
Ｐ
Ｂ
Ｔ
）
五
五
〇
点

以
上

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
（
ｉ
Ｂ
Ｔ
）
七
九
点
以

上国
際
連
合
公
用
語
英
語
検
定
試
験
Ａ

級
以
上

中
国
語

中
国
語
検
定
試
験
二
級
以
上

中
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

検
定
五
五
〇
点
以
上
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漢
語
水
平
考
試
筆
記
試
験
六
級
一
八

〇
点
以
上
、
筆
記
試
験
五
級
一
八
〇

点
以
上
、
口
頭
試
験
高
級
六
〇
点
以

上

韓
国
語

ハ
ン
グ
ル
能
力
検
定
試
験
準
二
級
以

上韓
国
語
能
力
試
験
四
級
以
上

情

報

経
済
産
業
省
管
轄
の
国
家
試
験
で
あ
る
情
報
処

理
技
術
者
試
験
（
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
試
験
、
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
、
基
本

情
報
技
術
者
試
験
及
び
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
試

験
を
除
く
。
）
及
び
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援

士
試
験
の
合
格
者

経
営
支

日
商
簿
記
検
定
試
験
一
級

援
・
会

経
営
支
援
・
会
計
業
務
を
遂
行
す
る
に
当
た

計

り
、
高
度
な
専
門
的
知
識
を
有
す
る
国
家
資
格

（
中
小
企
業
診
断
士
そ
の
他
こ
れ
と
同
等
以
上

の
資
格
と
し
て
人
事
委
員
会
が
認
め
る
資
格
）

土

木

教

養

試

験

基
礎
的
な
知
的
能
力
に
つ
い
て
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行

う
。

専

門

試

験

数
学
・
物
理
、
応
用
力
学
、
水
理
学
、
土
質
工
学
、
測
量
、
土

木
計
画
（
都
市
計
画
を
含
む
。
）
、
材
料
・
施
工
等
の
出
題
分

野
か
ら
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。
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適

性

検

査

性
格
、
心
理
等
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。

２

第
二
次
試
験

試
験
区
分

種

目

内

容

行

政

口

述

試

験

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
第
一
次
個
別
面
接
及
び
第
二
次
個
別
面
接

に
よ
り
行
う
。

土

木

論

文

試

験

表
現
力
、
理
解
力
、
構
成
力
、
企
画
力
、
専
門
的
知
識
等
に
つ

い
て
記
述
試
験
を
行
う
。

口

述

試

験

第
一
次
個
別
面
接
及
び
第
二
次
個
別
面
接
に
よ
り
行
う
。

四

試
験
の
期
日
及
び
試
験
会
場

１

第
一
次
試
験

試

験

の

期

日

試

験

会

場

平
成
二
十
九
年
九
月
十
七
日

岡
山
会
場

岡
山
市
中
区
古
京
町
一
丁
目
七
番
三
六
号

（
日
曜
日
）

岡
山
県
庁
分
庁
舎

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

岡
山
大
学
文
・
法
・
経
済
学
部
講
義
棟

東
京
会
場

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
丁
目
六
番
三
号

都
道
府
県
会
館

２

第
二
次
試
験
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試

験

の

期

日

試

験

会

場

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
日
（
金
曜
日
）

岡
山
市
中
区
古
京
町
一
丁
目
七
番
三
六
号

か
ら
同
月
五
日
（
日
曜
日
）
ま
で
の
う

岡
山
県
庁
分
庁
舎

ち
指
定
す
る
日
（
第
一
次
試
験
の
合
格

者
に
対
し
て
、
直
接
通
知
す
る
。
）

五

合
格
者
の
発
表

岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
掲
示
板
に
次
の
と
お
り
掲
示
し
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
対
し
て
は
、
直
接
通
知
す
る
。

区

分

発

表

の

期

日

内

容

第
一
次
試
験

平
成
二
十
九
年
十
月
六
日
（
金
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

第
二
次
試
験

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
九
日
（
水
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

六

採
用
及
び
採
用
後
の
給
与

１

採
用第

二
次
試
験
の
合
格
者
は
、
合
格
決
定
後
直
ち
に
、
試
験
区
分
ご
と
に
成
績
順
に
採
用
候
補

(1)
者
名
簿
に
登
載
す
る
。

採
用
者
は
、
任
命
権
者
（
岡
山
県
知
事
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
、

(2)
岡
山
県
人
事
委
員
会
が
採
用
候
補
者
名
簿
の
登
載
順
に
提
示
し
た
者
の
中
か
ら
、
任
命
権
者
が

決
定
す
る
。
な
お
、
採
用
時
期
は
、
原
則
と
し
て
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
と
す
る
。

採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
は
、
原
則
と
し
て
、
名
簿
登
載
の
日
か
ら
一
年
と
す
る
。

(3)
２

給
与平

成
二
十
九
年
四
月
採
用
者
（
大
学
新
卒
者
の
場
合
）
の
給
料
月
額
は
、
一
九
一
、
〇
〇
〇

(1)
円
で
あ
る
。
な
お
、
職
務
経
歴
等
の
あ
る
場
合
は
、
こ
の
額
に
一
定
の
基
準
で
算
出
さ
れ
た
額

が
加
算
さ
れ
る
。

諸
手
当
と
し
て
、
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
が
支
給

(2)
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さ
れ
る
。

七

受
験
手
続

１

試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
定
の
受
験
申
込
書
を
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
岡
山

市
中
区
古
京
町
一
丁
目
七
番
三
六
号
岡
山
県
庁
分
庁
舎
二
階
）
に
提
出
す
る
こ
と
。

２

受
験
申
込
書
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
八
月
二
十
四
日
（
木

曜
日
）
ま
で
の
期
間
中
（
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。
）
、
八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時

十
五
分
ま
で
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
受
け
付
け
る
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
に
あ

っ
て
は
、
同
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
る
。

３

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日
（
金
曜
日
）
か
ら

同
年
八
月
二
十
二
日
（
火
曜
日
）
ま
で
の
期
間
中
、
岡
山
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
受
け

付
け
る
。

八

そ
の
他

１

試
験
の
実
施
方
法
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
受
験
案
内
に
記
載
す
る
。

２

受
験
申
込
書
及
び
受
験
案
内
は
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
等
で
交
付
す
る
。
な
お
、
郵
便

で
請
求
す
る
場
合
は
、
百
四
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
す
る
こ
と
。
ま

た
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

受
験
資
格
の
有
無
及
び
受
験
申
込
書
の
記
載
事
項
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
証
明

書
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

４

六
１

の
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
受
験
申
込
書
等
の
提
出
書
類

(1)

の
記
載
事
項
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
の
場
合
の
入
力
事
項
を
含
む
。
）
に
虚
偽

の
も
の
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
か
ら
当
該
者
を
削
除
す
る
。

平成２９年７月２１日　岡山県公報　第１１９０７号



◎
岡
山
県
監
査
委
員
告
示
第
二
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
協
議
が
調
っ
た
、
包
括
外
部
監
査
人
青
木
靖
英
が
岡
山
県
と
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
に
締
結

し
た
包
括
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
い
て
行
う
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
補

助
で
き
る
期
間
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
監
査
委
員

池

本

敏

朗

岡
山
県
監
査
委
員

青

野

高

陽

岡
山
県
監
査
委
員

山

本

督

憲

岡
山
県
監
査
委
員

佐

藤

由

美

子

氏

名

住

所

期

間

徳

永

浩

司

茨
木
市
稲
葉
町
七
番
九
号

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
六

日
か
ら

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一

日
ま
で



井

拓

也

京
都
市
西
京
区
川
島
三
重
町
九
一
番
地
一

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一

二

日
か
ら

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
四
十
三
号

平
成
二
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
一
号
（
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
九
年
七
月
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

藤

原

健

補

表
老
人
ホ
ー
ム
の
項
中

「

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ず

総
社
市
小
寺
九
五
八

を

み
の
杜

」

「

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ず

総
社
市
小
寺
九
五
八

み
の
杜

に
改
め
る
。

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

総
社
市
秦
三
三
〇－

一

ホ
ー
ム
結
い
の
さ
と
愛
家
里

」

平成２９年７月２１日　岡山県公報　第１１９０７号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
四
十
四
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
に
定
め
る
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
に
つ
い
て
、
岡
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、
次
の
施
設
の
指
定
を
取

り
消
し
た
旨
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

施

設

の

名

称

所

在

地

施

設

の

管

理

者

指

定

取

消

年

月

日

北
保
健
セ
ン
タ
ー
建
部
分
館

岡
山
市
北
区
建
部
町
福
渡
四
八
七
番
地
一

岡
山
市
長

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
二
日

平成２９年７月２１日　岡山県公報　第１１９０７号



◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
十
六
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
猟
銃
等
講
習
会
を
開
催
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

講
習
の
日
時
及
び
場
所

講

習

課

程

開

催

年

月

日

開
催
時
刻

開

催

場

所

初
心
者
講
習

平
成
二
十
九
年

午
前
十
時

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四－

三

課
程

十
一
月
九
日

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

経
験
者
（
更

平
成
二
十
九
年

午
後
一
時

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四－

三

新
）
講
習
課

十
月
三
日

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

程

平
成
二
十
九
年

午
後
一
時

高
梁
市
段
町
一
〇
一
七－

一

十
月
十
一
日

高
梁
警
察
署

平
成
二
十
九
年

午
後
一
時

倉
敷
市
有
城
一
二
六
五

十
月
十
八
日

く
ら
し
き
山
陽
ハ
イ
ツ

平
成
二
十
九
年

午
後
一
時

備
前
市
伊
部
二
七
六－
一

十
月
二
十
四
日

備
前
警
察
署

平
成
二
十
九
年

午
後
一
時

津
山
市
林
田
七
七

十
一
月
十
五
日

津
山
警
察
署

平
成
二
十
九
年

午
後
一
時

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四－

三

十
一
月
二
十
二
日

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
九
年

午
後
一
時

真
庭
市
江
川
八
二
一－

一

十
二
月
六
日

真
庭
警
察
署

平
成
二
十
九
年

午
後
一
時

倉
敷
市
有
城
一
二
六
五

十
二
月
十
二
日

く
ら
し
き
山
陽
ハ
イ
ツ

平
成
二
十
九
年

午
後
一
時

高
梁
市
段
町
一
〇
一
七－

一

十
二
月
二
十
日

高
梁
警
察
署

二

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

(1)

平成２９年７月２１日　岡山県公報　第１１９０７号



写
真

一
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
提

(2)
出
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に

氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
会
の
開
催
日
の
七
日
前

三

受
講
手
数
料

初
心
者
講
習
課
程

六
千
八
百
円

経
験
者
（
更
新
）
講
習
課
程

三
千
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

四

そ
の
他

１

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

２

講
習
修
了
証
明
書
は
、
講
習
当
日
に
交
付
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
受
講
者
が
多
数
で
あ

る
こ
と
又
は
他
の
理
由
に
よ
り
当
日
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
後
日
交
付
す
る
こ
と

と
す
る
。

平成２９年７月２１日　岡山県公報　第１１９０７号



◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
十
七
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
九
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
年
少
射
撃
資
格
講
習
会
を
開
催
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

開
催
の
日
時
及
び
場
所

日

時

場

所

平
成
二
十
九
年
十
月
十
六
日
（
月
）

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四－

三

午
前
十
時

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
七
日
（
月
）

岡
山
市
北
区
内
山
下
二－

四－

六

午
前
十
時

岡
山
県
警
察
本
部
会
計
課
分
室
（
県
庁
地
下
）

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日
（
金
）

午
前
十
時

二

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

(1)

写
真

一
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
提

(2)
出
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に

氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
会
の
開
催
日
の
七
日
前
（
そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当

該
休
日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）
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三

受
講
手
数
料

九
千
七
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

四

そ
の
他

１

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

２

講
習
修
了
証
明
書
は
、
講
習
会
の
当
日
に
交
付
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
受
講
者
が
多
数

で
あ
る
こ
と
又
は
他
の
理
由
に
よ
り
当
日
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
後
日
交
付
す
る

こ
と
と
す
る
。

平成２９年７月２１日　岡山県公報　第１１９０７号



◎
岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
公
示
第
一
号

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
規
程
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
百
二
十
六
回
岡

山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会

長

加

藤

卓

夫

一

日
時

平
成
二
十
九
年
九
月
六
日
（
水
）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

二

場
所

岡
山
市
北
区
丸
の
内
一
丁
目
九
番
六
号

児
島
湾
漁
村
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
六
）
二
二
五－

三
八
五
四

三

議
題

第
一
号
議
案

第
五
種
共
同
漁
業
権
に
係
る
遊
漁
規
則
の
変
更
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

増
殖
指
示
量
に
つ
い
て
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〔
三
〕
平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日
付
け
公
布
岡
山
県
公
告
（
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
の
縦

覧
）
に
誤
り
が
あ
っ
た
。

頁
・
行

誤

正

一
・
一
二

津
山
市
高
野
本
郷
字
源
八
一
三
二
九

津
山
市
高
野
本
郷
字
源
八
一
三
六
九

番
二
ほ
か

番
二
ほ
か

二
・
終
わ
り
か

平
成
二
十
九
年
三
月
一
日

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

ら
八

平成２９年７月２１日　岡山県公報　第１１９０７号




